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自分で考え 力を合わせ

夢に向かって 最後まで

８月２３日（月）に始まった２学期。授業日数は８８日を数えました。この間，福島市に「まん延

防止等重点措置」が適用され，その期間に予定されていた行事は延期せざるを得ませんでした。他に

も，8/26～9/17の期間は「特別時程 5時間授業」での対応を迫られたり，緊急時を想定したオ

ンライン授業の日を２日間設けたりと，この２学期も新型コロナウイルス感染症拡大防止に気を配り

ながら，教育活動をすすめざるを得なかった感があります。

【行事，体験活動について】

一方で，２年ぶりに学習発表会を開催できたことは大きな喜びでした。

規模を縮小し，時間を短縮しての開催となりましたが，発表会に向けて練

習を積み重ね，その成果を人前で発表できたという達成感がその後の学習

や生活にも好影響を与え，子どもたちには様々なことに自信をもって挑戦

しようとする態度が見られるようになりました。他にも森林環境学習，校

内持久走記録会，5・6年生の宿泊学習など大きな行事は天気にも恵まれ，

成功裏に終えることができました。冬期間中の宿泊学習は学校としても初

めての試みであり，子どもたちの体調管理や野外活動の安全性を心配しま

したが，所員の方の適切な指導もあり，子どもたちは互いに協力して充実

した活動を行い，思い出に残る宿泊学習にすることができました。（裏面参照）

【学習，授業について】

日々の授業に取り組む態度は全般的に大変すばらしいものでした。今年

４月に導入された一人一台のタブレットの活用も進み，授業中にタブレッ

ト片手に資料を作成したり，練習問題に挑戦したりするなどタブレットの

扱いにも習熟する様子が見られました。

今後の本校の課題をあげるとすれば，「活用力」にあると言えます。子ど

もたちは日々の授業や家庭学習により，各学年で身に付けるべき基礎・基

本はある程度定着しているものと思われます。というのも５月に行われた

「ふくしま学力調査」（４～６年）によると本校児童の国語と算数の学力は

４年生の算数を除いて，本市の平均を大きく上回っていました。４年生の

算数もその後の指導により定着度が高まっていることが，単元テスト等の

結果からも見て取れます。今後は身に付けた基礎・基本をどのように活用して，思考力・表現力を高

めていくかがカギとなります。3学期は特に高学年において，「活用力」育成を意図した授業の展開

に努めていきます。

２学期を振り返って



【１月の主な予定】
R4 1/11（火） 第３学期始業式

12（水） 発育測定（2･5･6年）
13（木） 発育測定（1･3･4年）
14（金） しのぶ号来校
19（水） カレッジオペラ公演
21（金） 5･6年交流学習（平石小）

12月15日（水）・16日（木），5・6年生が楽しみに

していた郡山自然の家での宿泊学習を実施しました。

８月下旬に実施予定だった宿泊学習。同時期にまん延

防止等重点措置が福島市のみならず郡山市にも適用さ

れたため，12月に延期しました。冬期間中の宿泊学習ということで心配し

ましたが，所員の方によると①熱中症の心配が少ない。②ハチや蚊，蛇等

による被害がない。③森に茂る葉が落ち，見晴らしがよい。という点から

冬の体験活動もおすすめです，ということでした。

実際に行ってみると，体力を使う野外活動が２日間で４つも…。夏場に

こなすのは確かに大変だろうなという印象を持ち

ました。この時期らしくホールにはクリスマスツ

リーが設置され，そこで行うキャンドルファイヤ

ーも新鮮でした。感染対策も十分になされ，食事

時にはアクリル板で区切られたテーブルに横並び

に座り，配膳や飲み物のおかわりも引率した先生

が行うという徹底ぶりでした。

そのような中で自然の家の４つの精神「規

律（決まりを守って，きびきびと行動する）」「友

愛（友達を信頼し共に行動する）」「協同（力を合わせ，まとまって行動する）」

「奉仕（何事も自分から進んで行う）」の実践に努めた平田キッズ。１泊

２日の宿泊学習を経て，少したくましさが増したようです。

５・６年宿泊学習 特集

12月10日（金），20日（月）に本間貞二先

生をお招きし，「書きぞめ教室（毛筆）」を行い

ました。3～6年生が参加し，動画を見ながら

筆の運びや筆遣いを学びました。

本間先生に教わった

ことを生かしながら冬

休み中も練習に励み，

すばらしい作品を仕上

げることを期待してい

ます。目指せ，書きぞ

め大賞！

書きぞめ教室 開催

12月９日（木）全校集会で表彰伝達を行いました。

・福島市発明くふう展 福島民報社長賞

「上履きスピードブラシ」 ４年

・信夫地区青少年健全育成標語コンクール優秀賞

「おはようと 大きな声でハイタッチ はやくした

いな ふつうのくらし」 ６年

入賞，おめでとうございます！


